
　「はい、お母さん頑張ってください。上手ですよ。その調
子で・・・」「おぎゃー」「おめでとうございます」「元気な男の
子ですね」と毎日元気な産声が病棟では聞こえています。
当院では、年間約３００件の分娩を取り扱っています。
　助産師は１７名在籍おり、出産をサポートして赤ちゃん
を取り上げるだけでなく、妊娠期や出産後の健康指導、乳
房ケア、新生児のケアなども担い、妊娠から出産、育児に
至るまで、母子の健康を支えています。今回は、アドバン
ス助産師の紹介をします。      
       
アドバンス助産師とは
　アドバンス助産師は、専門的自立能力や実践力のある助
産師で、より質の高い助産ケアを提供できる助産師です。
　2015年から始まった助産師の能力を認証する資格で
す。経験年数5年以上が条件で、かつ多岐にわたる研修や
講義を受け実施例数を積み重ね認証を受けます。
　当院では、現在３名が活躍中です。12月には新たに2名
の認証者が誕生予定です。

アドバンス助産師ができること
　これまでは自費でしかお受けできなかった乳腺炎のケ
アが、アドバンス助産師がケアや指導することに限り保険
適応となります。 褥婦さんは3割自己負担で乳腺炎のケ
アや指導を受けることができます。

当院でのアドバンス助産師の活躍 
　当院では病棟に在籍している助産師が毎日産婦人科外
来で保健指導や乳房ケア、産後２週間健診等を行なってい
ます。乳腺炎の方が来られた時には、産婦人科医と連携し
アドバンス助産師が適切な乳房ケアを提供しています。 　

また、専門的知識と豊富な経験を活かして新人助産師の
教育や指導、毎年受け入れている助産師学生への指導に
も深く関わり力を入れています。
 
アドバンス助産師に期待されること
　日本の出生数は年々減少し、この浜田市も同様の経過
を辿っています。少子化だけではなく産科医不足は助産
師が活躍する医療施設を偏在化させています。 産科医の
業務負担軽減においてもアドバンス助産師の活躍が期待
されています。 
　また、晩産化により厳重な管理を必要とする妊産褥婦
や新生児の増加、社会的に手厚いサポートが必要な育児
世帯の増加に伴って更にアドバンス助産師の力が求め
られています。 これからも質の高い助産ケアを提供して
地域のお産を守るため助産師一丸となって努力していき
ます。

4 階北病棟副看護師長 アドバンス助産師  若井  紗彩華

アドバンス助産師
活躍しています！

●助産師（看護師）
時　　給／1,310円
　　　　　（1,270円）
勤務部署／4階北病棟
　　　　　 （外来）
雇用形態／非常勤
時　　間／週32時間
　　　　  （8時30分～17時30分の中で調整）
必要資格／助産師免許（看護師免許）

お問い合せ先
ご希望の方は下記までご連絡ください。

TEL 0855-25-0505
浜田医療センター 給与係長まで

https://hamada.hosp.go.jp/profession/recruit.html

その他職種もございますので詳細は
浜田医療センターHPをご覧ください。

HPはこちらから▶

助産師大募集！

私たちと一緒に
働いてみませんか？
私たちと一緒に
働いてみませんか？

　７月28日（金）に１日看護体験を開催しました。１０人の
中学生、高校生が参加してくれました。
　病院紹介、看護師の仕事についての説明後に、看護体
験を実施し、病院見学、意見交換会を行いました。参加者

●高齢体験
●車いす、ストレチャー移送体験
●手洗いチェック
●手袋、エプロン、ゴーグル着脱体験
●シーツ交換体験
●病院見学
　（救命救急センター、ヘリポート、
　 緩和ケア病棟）

①出身大学
②趣味
③浜田医療センターについて〈または一言〉

脳神経外科医師
内村　昌裕
（うちむら・まさひろ）

①島根大学  
③患者さんに寄り添った丁寧な診療を心
掛けます。よろしくお願いします。  

10月1日採用 産婦人科医師
澤田　希代加
（さわだ・きよか）

①島根大学 
②登山 
③地域に貢献できるよう頑張ります。 

10月1日採用

１日看護体験を開催！
４年ぶりに

副看護部長　坂本  栄美子

看護体験の内容

の「体験を通してもっと看護師になりたいという気持ちが
増しました。」という言葉を聞き、うれしく思いました。
　看護師の活躍の場面は広がっています。今回の看護体
験が、将来の夢への第一歩になることを願っています。

・患者さんひとりひとりに寄り添っている。
・思っていた以上に体力がいる。
・いろんな科でやることが違って大変そう。
・責任を負っているからこそ、みんなで協力している
  いい仕事だと思った。

参加者の看護師の仕事のイメージ

0706 vol.64（2023 秋冬合併号） vol.64（2023 秋冬合併号）


